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２Ｉ１０ 

中長期NEDOプロジェクトから生み出されるNEDOインサイド製品に関する分析 

 

○萬木慶子、山下勝、竹下満(新エネルギー・産業技術総合開発機構) 

 

1. はじめに 

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(以下、NEDO と記す)で取り上げる研究開発プロジェクトは、一

般的にリスクが高く、単独企業では実施が難しい開発テーマが多いため、実用化までに多額の開発費や時間を費やす

ものが多い。平成 21 年度に、NEDO はプロジェクトの中で、開発成果がコア技術として開発・活用されたものを｢NEDO

インサイド製品｣と定義し、約30製品に関する売上げ、波及効果、便益等について、その結果を報告してきた 1)。｢NEDO

インサイド製品｣で売上が大きい製品は、エネルギー関連の製品等が多く、いずれの製品も基礎・基盤から応用、実証

研究までの長期間、複数のプロジェクトによる研究開発を実施している。また、いずれの製品もプロジェクト期間中に、

社会の要請、性能の向上、コスト低減、システム化など開発課題を解決し、その後の大量生産技術の確立やマーケットリ

サーチなどの自社開発により、大きなビジネスに繋げていることが明らかとなってきた。 

本研究では、｢NEDO インサイド製品｣の中で、20 年以上の開発期間、基盤から実証フェーズまで複数のプロジェクト

を実施、産学連携による複数機関での実施により、直近の売上げが大きい、将来も大きな売上げが期待できる、波及効

果・導入効果、省エネ効果が期待できる 3 製品(太陽光発電、高性能工業炉、産業用ヒートポンプ)について、事業者等

からのヒアリングを実施することにより、中長期に行ってきたNEDOプロジェクトによる効用(経済的効果、波及効果、社会

的便益等)、およびプロジェクトマネジメントに関する考察を行ったので報告する。 

 

2. 調査方法 

｢NEDO インサイド製品｣を選定するにあ

たり、アウトカム調査、文献、事業者の社報

などから候補となる 30 品目を選定し、対象

企業 80 社へのアンケートを行い、①製品

名、②プロジェクト名、実施期間、投入予

算、③プロジェクトの貢献 ④売上を上げ

ている参加企業名、⑤参加企業毎の 5 年

間の売上、または業界全体の売上データ、

⑥2020 年における売上、2010～2020 年の

累積売上げ、売上げ予測、⑦根拠(データ、

論文等)、⑧社会的便益(CO2 削減量、省エ

ネ率、雇用等)等の項目について回答を得

た。また今回、詳細な調査を行った 3 製品

については、プロジェクトリーダーやキー

パーソンであった研究者へのヒアリング等

により、最新の情報を収集した。 

                                 

 3.解析結果                      

3-1)「NEDO インサイド製品」に関する経済性評価： 

｢NEDOインサイド製品｣において、単年度で1,000億円以上の売上げを上げている製品は、太陽光発電、光記録ディ

スク関連製品、家庭用ヒートポンプ給湯器、風力発電、100 億円以上の売上げを上げている製品は廃棄物発電、家庭用

表１．「NEDO インサイド製品」に関する費用対効果 
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燃料電池コジェネと続いている。 

また、売上は小さいものの社会的便益(CO2 削減効果、数千万台の売上等)が大きい製品としては、高性能工業炉、フ

ロン破壊装置、電子用レジスト材料などがあることが明らかとなった(表1)。さらに、2010～2020年までの表1の主要7製

品を含む予想売上額については、エネルギー・環境関連製品では 32.7 兆円、安心・安全関連製品では 2.9 兆円、産業

競争力関連製品 20.3 兆円と試算され、2020 年までの総売り上げ予測額は 55.9 兆円となった。これらの試算結果から、

法人所得課税は 8,325 億円となり、30 製品に対する累積研究費4,262 億円を大きく上回っている事が明らかになった。 

 

3-2）中長期プロジェクトの分析結果： 

NEDOが中長期的な取り組みを行った｢NEDOインサイド製品｣の中で、直近および将来の売上高、波及効果・導入効

果、省エネ効果が大きかった 3 製品について詳細な調査、分析を行った 2)。詳細は下記のとおり。 

 

①｢太陽光発電プロジェクト｣の事例： 

  枯渇する石油エネルギーの代替として位置付けられるものであり、本格的な研究開発は 1974 年のサンシャイン計画

からスタートした。NEDO が設立した 1981 年度から、通商産業省（現：経済産業省）から事業を引き継いで現在に至って

いる。図 1 から明らかなように、現在進行形も含め 11 件の大型プロジェクト（稚内の実証 PJ は除く）が実施されており、

参加企業や開発テーマから想定すると、ほぼすべての開発成果は NEDO プロジェクトによる寄与が大きいと推定され、

それは実際の事業者ヒアリングからも明らかとなっている。日本の太陽電池は 1997 年から 2004 年までは導入量が、

1999年から2005年までは生産量において、世界のトップにあったが、現在では、ヨーロッパや中国の企業にシェアを奪

われ国際的な競争力は低下しているものの、現在でも国内取引だけで約6,400億円を越える市場に成長している。また

2000 年以降の研究開発は、2020 年以降の我が国における自主的かつ大規模な導入、普及のための、さらなる発電効

率の向上、発電設備や周辺設備コストの低減を目指した、複数の研究開発プロジェクトが引き続き精力的に進められて

いる。 

 

図１．太陽光発電プロジェクトの変遷と社会情勢 
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②｢高性能工業炉プロジェクト｣の事例： 

エネルギー多消費産業である鉄鋼産業やアルミの精錬工程における焼結、乾燥工程から排出される排熱エネルギ

ーを循環、再利用することで 30%以上の省エネを図ろうとする技術である。1978 年のムーンライト計画から燃焼技術に関

する基盤的な開発はスタートし、その後、工業炉に関する実用的なプロジェクトの中で、高温空気燃焼に関するメカニズ

ムが解明され、フィールドテスト(1998～2001 年度)の実施により、本格的な導入普及が急速に進んだ。現状でも世界トッ

プレベルの省エネ性能を示しており、併せて NOxなどの大幅低減を実現している。工業炉として 2005 年度までに累計

668 基、蓄熱バーナーとして 4,932 基の導入が進み、現在では年間150 億円程度のビジネスに成長している(図2)。 

 

鉄鋼業における省エネへの貢献

・高性能工業炉は鉄鋼業におけるエネ
ルギー削減量のうち14％ （61万kL）に
貢献

・高性能工業炉は今後、主に工業炉の
リプレイスのタイミングで、鉄鋼各社に
積極導入される見込み
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製鉄プロセスにおける適用例

熱処理炉
鉄鉱石

圧延コイル

鋼管

高炉・転炉

厚板

加熱炉
部品

・高性能工業炉の普
及は着実に進んでお
り、2005年度におい
て累計668基が設置

・2005年度の売上は
約120億円。これは
燃焼炉の売上の約
27% （工業炉全体の
約8%）に相当。

高性能工業炉の導入基数・売上高

668基

省エネルギーと
低ＮOｘを両立

高性能工業炉

*燃焼炉の売上高：
(社)日本工業炉協会資料

高性能工業炉

ｱﾙﾐﾆｳﾑ産業における省ｴﾈへの貢献

・高性能工業炉はｱﾙﾐﾆｳﾑ業の原単位
改善11%（2005年/1995年）のうち16%
(1.5万kL)に貢献。

図２．高性能工業炉の導入実績と貢献

図３．高性能ヒートポンプに関する開発成果と波及効果
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③｢産業用ヒートポンププロジェクト｣の事例： 

 1984 年からムーンライト計画の中で、昼間の電力消費ピークカットを狙った、夜間電力を利用した蓄熱型ヒートポンプ

の開発が、成績係数COP(Coefficient of Performance) 8 という世界最高レベルの目標の下で進められていた。しかしな

がら、モントリオール議定書による 1996 年からのフロン全廃の意向を受け、後継プロジェクトでは、化学変換を利用した

熱輸送システムの開発や自然冷媒を用いたヒートポンプの開発へと方向転換が行われた。NEDO におけるヒートポンプ

の開発はエアコン、産業用・民生用ヒートポンプなどで広く応用され、中でも、家庭用給湯器としての販売台数は、年間

約50 万台生産にまで伸びており、2020 年までに国内普及1,000 万台を目指した大型ビジネスに成長している。 

 

④中長期プロジェクトに関する考察： 

売上げ、導入波及効果が大きな 3 製品に関するプロジェクトの特長を表2 に纏めた。いずれの製品も、環境・エネル

ギー対策といった社会的な要請が大きく関与しており、1970 年代のオイルショックを契機に、競合メーカーが一体となっ

て取り組み、20 年以上の歳月を要して大きなビジネスにつながっている。さらに、プロジェクト内で開発された要素技術

が、他の分野で形を変えて大きな波及効果として繋がっていることも明らかとなった。これらのプロジェクトにおけるマネ

ジメントの特長としては、(1)基礎基盤から実証までのシームレスな開発、(2)プロジェクトで得られたノウハウ、特許を実施

者間で共同利用、(3)社会変動に対する敏感な方向転換、(4)強力なリーダシップの発揮、 (5)基盤研究の重要性（産学

連携）等が、いずれのケースについても共通した成功要因として作用している事が明らかとなった。 

 

 
4. まとめ 

昨今、企業研究では経済状況の悪化に伴い、研究開発投資が大幅に減少するとともに、実用化を短期で求める傾向

が顕著になってきた。NEDO プロジェクトでは、リスクが高く、中長期な研究開発が主体となるため、仮に目的の技術開

発が実用化に至らなくても、新しいノウハウの獲得や新しいイノベーション(製品開発)に繋がるケースが散見された。こ

れまでの追跡調査では、プロジェクト単位での調査に留まっていたが、今後は、中長期に渡って複数のプロジェクトを

追跡することにより、これまでにない新たな成果の把握が期待できることから、新たな追跡手法として確立していきたい。 
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